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◇講演のアウトライン 

1．現代ノルウェー王家（グリュクスボー朝）と歴史的過去としての中世 

・グリュクスボー朝ノルウェー王室の男子成員：いずれも中世ノルウェー王家の男子名に

由来する名を有する or改名 

例）ハーラル 5世（現国王）＜ハーラル美髪王 

 

2. ハーラル「美髪王」をめぐる中世の伝承と彼の位置付け 

①ノルウェーを歴史上初めて統一：「蓬髪」→「美髪王」の願掛け 

 ※ハヴルスフィヨルドの戦い：近現代ノルウェーにおいて（も？）記念碑的位置付け 

②後代のノルウェー王家の始祖：王家、ハーラルの末裔＜母ラグンヒルの夢 

 

3. 「サガ」：物語と歴史／伝承の形成過程を解きほぐす試み 

・①②両挿話：ハーラルが生きたとされる時代より数百年後の記録しか残っていない 

・『ヘイムスクリングラ』：ジャンル「国王サガ」＝ノルウェー歴代の王朝絵巻 

 作者：アイスランド人著述家スノッリ・ストゥルルソン(1178/9-1241) 

・歴史家の関心：「史実」の探求→後世にどのような背景で伝承が書き換えられたのか 

 

4. 「美髪王」伝承はどのように形作られたのか：ハーラル 3世「苛烈王」と伝承 

・10世紀のスカルド詩：戦いに勝利した「蓬髪の」ハーラルしか伝えない 

・「美髪王」の二つ名：元来ハーラル 3世「苛烈王」のもの→「蓬髪」のハーラルに移し替

えられる 

・苛烈王とその子孫の王家：権力掌握を正当化する手段として同名の「ハーラル」活用 

 

5. 王位継承争いの中での「美髪王」伝承の意味：ハーラル 4世「神の僕王」 

・ノルウェー史における 1130-1240年：王位をめぐる争いが激化 

 海外から死んだ王の落胤を名乗り訪れる王位請求者：ハーラル 4世、スヴェッレ 

・「大樹の夢」：2 人のハーラルを正統な王家の始祖とし、両者の血を引かない対立党派の

王から正統性を剥奪する政治的プロパガンダ 

・スヴェッレ朝ノルウェー王とアイスランド人著述家の共同作業の産物 

 

6. 独立前夜のノルウェー：『ヘイムスクリングラ』とノルウェー人にとっての歴史的過去 

・『ヘイムスクリングラ』：19世紀に脚光を浴びる 

・中世：独立志向する当時のノルウェー人にとっての栄光の時代想起、その象徴としての

ハーラル「美髪王」 

・新王家を迎える直前（1900年）：普及版としての「国民版」ノルウェー語訳刊行事業 

 

まとめ 
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史料抜粋A：『ヘイムスクリングラ』における王国統一をめぐる挿話 

ハラルド王は一人の乙女に使いを立てた。彼女はホルダランの王エイリークの娘であり

ギュザという名だった。そして、ヴァルドレスの権勢あるボーンディ（豪農）のもとに養

育に出されていた。彼女を王は自分の妾として迎えたいと考えていた。絶世の美人であり、

また、気も強かったからである。使者はその地に到着し、彼女に対し使いの用向きを伝え

た。彼女はそれに対し、いくつかの郡より広大な王国を統治していない王には、自分は操

を捧げるつもりはない、という返事をした（中略）。ギュザはその場で使者達に言葉をかけ、

ハラルド王への言付けを頼んだ。それは、ハラルドが全ノルウェーを彼女のために自らの

傘下に従え、かつ、スヴィショーズ（スウェーデンの古名）のエイリーク、あるいはデン

マークのゴームの如く権勢をもって、障害なく統治を行おうとした後、彼女は彼の妻とな

っても良い、というものであった。彼女はこうも言った。「そうしてはじめて、彼は（ノル

ウェーの）「民の（上に立つ）王」と呼べる存在となるだろう、と私は思うのです」。 

（中略）そして、ハーラルはこう語った。「彼女は私に、あることを思い起こさせてく

れた。そのことに以前に考えが及ばなかったとは、奇妙なことではあるが」。そして、こう

続けた。「私は以下を宣言し、そして私を創造し、万物を統べる神（単数）の名において誓

いを立てる。全ノルウェーを租税や貢納もろともにわがものとし、統べるまでは、わが髪

を切ることもしなければ、梳ることもない。さもなくば、死あるのみだ」。 

（『ハラルド美髪王のサガ』3-4章） 

 

史料抜粋B：大樹の夢：王家家門の始祖としてのハーラル「美髪王」 

 王妃ラグンヒルドはゆゆしき夢を見たが、それは彼女が先見の才に恵まれていたからで

ある。彼女が見た夢は、次のような内容であった。彼女は庭に立ち、一本のとげを衣から

引き抜いた。彼女がそれを手にしている間にも、とげは成長して長い枝になり、片方の端

は地面に達してすぐさま根付き、もう片方の端は空中高く伸びていた、そして見る見るう

ちにその「木」は彼女が上まで見透かすにはあまりに丈高くなり、また、非常に太くなっ

た。幹の最下部は血の如く赤かったものの、上の部分は鮮やかな緑であり、〔樹冠の〕枝は

雪の如く白かった。そして、幹からは数多くの立派な枝が上下に生え出ていた。樹冠も非

常に発達し、彼女にはノルウェー全土を、そしてさらに境界を越えた先を覆っているよう

に思われた。（『ハルヴダン黒王のサガ』6章） 

 

賢者たちは、＜美髪王＞ハラルドは、諸人中にあってもっとも見目良く、強力であり、

財物を惜しまず、家臣の人心をあまねく集めていたと語る。彼はその生涯の初期にあって

は優れた戦士であり、そこから、ハラルドの誕生前に母親が夢見た大樹を人々は以下のよ

うに読み解いた。いわく、幹の一番下は血の如く赤く、上にいくにつれて鮮やかな緑にな

る。〔前者は彼の戦士としての事績を、〕後者は、彼の王国の繁栄を予見したものである。

そして、樹冠の白きさまは、彼が年老い、白髪となるまで生きることを象徴する。また、

大小の枝は、彼の子孫がノルウェー全土に広がることを示している。そして、これ以後ず

っと、彼の家門よりノルウェーの諸王が輩出されてきたのだ。（『美髪王のサガ』42章） 
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